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１．経緯
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●MP3EIでの優先プロジェクト
• チラマヤ港はMP3EIでの優先プロジェクトの⼀つとして位置付けられ

る。
●MPAでのフラッグシッププロジェクト

• 2010年12⽉ ⽇・イ両国の⼤⾂間で協⼒の覚書の締結
• 2011年3⽉ 第１回運営委員会（⼤⾂クラス会合）でチラマヤ港プロ

ジェクトをファースト・トラックプロジェクトの⼀つとして承認
• 2012年10⽉ 第3回運営委員会でチラマヤ港プロジェクトをフラッグ

シッププロジェクトの⼀つとして承認
• 2013年12⽉ 第4回運営委員会でチラマヤ港開発を含むMPA主要事業に

ついて、事業の実施を加速化することで⼀致

●インドネシア国運輸省タンジュンプリオク港マスタープラン
(2012年6⽉)

• チラマヤ港の開発が運輸省の改定マスタープランに含まれる

●⽇・イ ⾸脳会談 共同記者発表 (2013年1⽉18⽇)

• 安倍総理⼤⾂がチラマヤ港開発への⽀援を⾔及

●第5回 ⽇・イ経済合同フォーラム 共同記者発表 (2013年10⽉4⽇）
• ハッタ・ラジャサ経済担当調整⼤⾂と茂⽊経済産業⼤⾂は、インドネシアの経済成⻑を

加速させるため、チラマヤ港開発を含むインフラ開発に対する⽀援を優先的に推進する
ことに合意

出典：経済産業省



２．本事業の必要性
（１）首都圏東部の交通状況
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ブカシ～カラワン～プルワカルタ地域の工業団地
• 約3,300の入居企業。ジャカルタ首都圏全体の工業団

地入居数 のうち、66％を占める。（2011年)
• 2006年から2011年の間に入居企業集が約927増加。
• 工業団地の面積は2012年から2015年の間に2倍に拡

大する予定。
• 11の主要な工業団地で約110万人の労働者を雇用

(2011年）。

アクセス道路
約30km



２．本事業の必要性
（２）港からの貨物の流れ
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出典：ジャカルタ首都圏東部地域運輸・物流改善調査（2014年）

チラマヤ新港開港後…
利用港の選択肢が増え、タンジュンプリオク
港に一極集中していた貨物の流れが分散。

首都圏東部工業団地から新港へのアクセス
が容易に。

首都圏東部工業団地の貨物輸送にチラマヤ
新港を利用すれば、タンジュン・プリオク港～
カラワンIC間の交通量減少が期待できる。

工業
団地

区間 現況 開港後 チラマヤ新港を建設
しない場合（2020年）

タンジュンプリオク港 チラマヤ港 タンジュンプリオク港

カラワン
(Surya
Cipta
工業
団地)

工場→港のゲート 1.6 0.5 3.1

港のゲート前待 1.3 0.0 1.3

ターミナル内 2.3 0.5 2.3

港のゲート→工場 1.8 0.5 3.2

合計 6.9 1.4 9.8

首都圏東部工業団地からの輸送時間予測（単位：時間）

首都圏貨物の流れ：現在と新港開港後（予測）の比較

＜現在＞ ＜チラマヤ新港開港後（予測）＞



２．本事業の必要性
（３）道路の混雑状況
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タンジュンプリオク港前道路
の混雑状況

渋滞距離 5.05 km
時間 0: 42:03
平均速度 7.2 km/h

：平均速度 (km/h)

チカラン
高速道路
ゲート

2013年5月24日（金）
15:00 ‐ 18:00の平均速度

MM2100⼯業団地〜
タンジュンプリオク港

約3時間

MM2100
⼯業団地

の辺り（Cikarang Barat～Cawang）において頻繁に渋滞発生。特に

金曜日は週末入港船に積載するため、多くのトレーラーが首都圏東部工業団地から港
に向かい、渋滞が激しくなる。



２．本事業の必要性
（４）首都圏コンテナ貨物需要予測
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堅調な経済成長に伴い、コンテナ貨物の需要は2011年の5.3百万TEUから2030年
には19.4百万TEUに達する見込み（約3.6倍）。
既存のタンジュン・プリオク港のコンテナターミナルは、2016年に施設容量の限界に
達するため、新たなターミナルの整備が必要。



２．本事業の必要性
（５）完成車の需要予測
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完成車輸送の需要は2012年の約20万台から2030年には100万台に達する見込み。
既存のタンジュンプリオク港自動車ターミナルは43万台の施設容量しかなく、2020
年には許容量を超える見込み。
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西ジャワ州チラマヤ地区での新港及び同港
へのアクセス道路等を建設し、新たな国際
ゲートウェイを設けることにより、ジャカルタ
首都圏の港湾物流機能の強化を図る。

①港湾建設
コンテナターミナル

・総取扱容量375万TEUs/年
・岸壁延長840mｘ水深17mｘ２バース
・岸壁延長450mｘ水深12.5mｘ２バース

自動車ターミナル
・岸壁延長690mｘ12.5m

オイルターミナル
・岸壁延長210mｘ12.5m

ローロー船ターミナル
・岸壁延長170mｘ6m

航路
・幅380m、水深17m

②アクセス道路建設

③コンサルティング・サービス

①港湾建設
コンテナターミナル

・総取扱容量375万TEUs/年
・岸壁延長840mｘ水深17m
ｘ２バース

事業概要

フェーズ１

フェーズ２

３．「チラマヤ新港開発事業準備調査」の
全体概要



４．案件実施に係る調整事項
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（１）既存港との共存に係る理解

（２）石油・ガス施設との調整

（３）アクセス道路・鉄道法線の決定
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ご清聴ありがとうございました。
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